
  

 

 

 

平成 18 年 4 月 24 日 

各      位 

会 社 名    株式会社 宮 

代 表 者 名    代表取締役社長 宮田永善  

 （ JASDAQ・ コード番号 9901） 

問 い合わせ先         専務取締役 近能欣充 

Ｔ   Ｅ    Ｌ    ０２８－６３４－３８１５ 

 

平成 18 年 2 月期（連結・単独）業績予想の再修正について 

 
平成 17 年 12 月 28 日付当社「平成 18 年 2 月期（連結・単独）業績予想の修正について」にて発表致し

ました平成 18 年 2 月期通期（平成 17 年 3 月 1日～平成 18 年 2 月 28 日）の業績予想を下記のとおり修正

致します。 

記 

 
１．平成 18年 2月期業績予想の修正（平成 17年 3月 1日～平成 18年 2月 28日） 
 
（1）単独の業績予想数値の修正                      （単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（A） 

（平成 17年 12月 28日）発表 ２０，３００ △４８０ △８８０ 

今回修正予想（B） ２０，２１８ △７５０ △１，３０１ 
増減額（B－A） △８２ △２７０ △４２１ 

増減率 △０．４％ － － 
前期実績（平成 17年 2月期） ２１，４３４ １２６ △１３２ 

 
（2）連結の業績予想数値の修正                      （単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（A） 

（平成 17年 12月 28日）発表 ２０，５５０ △５１０ △９９０ 

今回修正予想（B） ２０，４１７ △８２３ △１，５１９ 
増減額（B－A） △１３３ △３１３ △５２９ 

増減率 △０．７％ － － 
前期実績（平成 17年 2月期） ２１，９１２ １２４ △２３４ 

 
２．修正の理由 

単体業績につきましては、競合店との競争激化などにより売上高が減少し、これに伴うコスト負担の

増加及び原油高の高騰などに伴う販管費の増加により、経常利益が減少する見通しとなりました。また、

経常利益の減少に加え、不採算店 10店舗の撤退による固定資産除却損 567百万円の増加を主因として、
当期純利益が予想を下回る見込となりました。 

   連結業績につきましては、上記単体業績の修正理由に加え、連結子会社である株式会社宮地ビールの

地ビール工場閉鎖に伴う、固定資産除却損 46 百万円の発生により、当期純利益が減少する見通しとな
りました。 

                                            以 上 


